
●混練羽根で原料を容器底面に押し付け、圧縮・引き延ばし等の混練
作用を加え、混練をおこないます。

●底面に押し付けられた原料は、スクレーパで掻き取られます。
●押出造粒で潰れない硬い核を作らず、造粒に適した混練をおこない
ます。

Ｚ形状の羽根を採用
転動造粒による粗大粒子の発生を抑え、細粒を効率よく
作ることが可能。

●造粒羽根で容器底面より原料を掻き上げ、転動・流動化させ、全体
を効率よく混合します。
●撹拌造粒中に発生した大きな粒子は、容器側面に取り付けた高速
回転するチョッパーの剪断効果で解砕され、シャープな粒度分布の
撹拌造粒をおこないます。

混合・混練／乾式・湿式

混練から撹拌造粒までを
一台でカバーするハイブリッドマシン

SPグラニュレーター　混練・高速撹拌混合機

●● �ミキサー羽根を取り換えて押出造粒の前処理に最
適な混練をおこなうことができます。
●● �ミキサーと高速で回転するチョッパーの作用により
精密な混合とシャープな粒度分布の細粒造粒をお
こなうことができます。
●● �粒子画像装置「イメージアイ」（p.82）を取り付け、
造粒時の終点制御が可能です。
●● �接粉部の部品は、すべて分解できますので容易に完
全洗浄できます。
●● �研究用から生産機まで、多彩なラインナップを用意
しています。
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混練羽根 混合・造粒羽根

⃝ 医薬　⃝ 化学　⃝ 食品　⃝ 電子材料　⃝ 窯業

用途例
SPG-25TG型

SPG-25TGの内部
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仕様
型式 全容量

（ℓ）
モータ（kW） 回転速度（min-1） 寸法（mm）

チョッパー ミキサー チョッパー ミキサー W D H
SPG（J）-2TG 2 0.4 0.75 800〜5000 100〜1800 660 350 670
SPG（J）-5TG 5 0.75 1.5 800〜5000 400～1200 900 700 1270
SPG（J）-10TG 10 0.75 2.2 800〜4000 150〜626 950 750 1350
SPG（J）-25T（G） 25 1.5 3.7 800〜3000 118〜470 1050 790 1510
SPG（J）-50T（G） 50 2.2 7.5 800〜2600 91〜364 1490 820 1780
SPG（J）-100T（G） 110 3.7 11.0 800〜2100 78〜310 1100 1250 2000
SPG（J）-200T（G） 200 5.5 15.0 900〜1800 57〜226 1260 1490 2180
SPG（J）-400T（G） 400 7.5 22.0 900〜1800 52〜206 1490 1840 2380
SPG（J）-600T（G） 600 11.0 30.0 900〜1800 44〜176 1640 2020 2760
SPG（J）-1000T（G） 1000 15.0 45.0 900〜1500 35〜140 1965 2350 3140
SPG（J）-1500T（G） 1500 18.5 55.0 900〜1500 32〜128 2195 2630 3890

※（J）はジャケット付きです。　※（G）はGMP仕様です。

SP ブレード B type
傾斜角35°／開き135°

SP ブレード A type
傾斜角45°／開き90°

意匠登録済

オプション SPブレード
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